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今月のじょうほうカフェは13日です。
9月のプール親子タイムは26日(土)です。

入場無料映画上映会 【会場】市民交流センター２F 会議室
 【定員】�� 名 【申込み】事前予約制　電話か窓口まで　

北辰 斜にさすところ
ほくしん ななめ再

上
映

交流センターフェア2026出展団体募集中です！
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今年のテーマは『この日、センターまるごと発表の場。』
日頃、市民交流センターをご利用いただいている市民活動団体・サークルの皆さまに「発表の場」を提供する、
センターの年次フェアとして、団体発表・展示・体験会を組み合わせた終日型のイベントです。

1．逗子文化プラザ市民交流センターの利用団体（全団体対象）
2．交流センターフェアの趣旨、企画に関する基本ルールに賛同いただける団体
3．主催者とフォーム・メール等での連絡ができる団体

応募資格

申込みはこちら

お終活 熟春！人生、百年時代の過ごし方��（土）
��:��~��:��

阪神タイガース THE MOVIE～猛虎神話集～��:��~��:��

開催日：2026年12月６日（日）

手からはじまる彫刻の時間 神奈川県立近代美術館葉山野外彫刻タッチツアー

Aコース（1日目）9/20 13:00~15:30 （2日目）10/4 13:00~14:30
Bコース（1日目）9/30 13:00~15:30 （2日目）10/4 13:00~14:30

青空の下、「野外彫刻」を、手で直接触って鑑賞する特別なツアーを開催します。
五感を使ってアートを感じ、心も体も元気になる豊かな時間を一緒に過ごしましょう。

申込み：9/２より電話か窓口での申込み　詳細は館内チラシ、ナニスルをご覧ください。

※A・Bどちらも
　同じ内容です。

満員御礼

9/20（日） 12:00̃13:00
＊

＊ モノづくりの楽しさを体験しませんか？＊

食セミナー ～パンの栄養～ �月 �日（日） 
試食しながら楽しく学べるセミナーです♪

満員御礼

��:�� ～ ��:��



28

2
10 月分先着予約開始

11月分抽選発表
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※屋内温水プールの営業に
　関してはプール受付に
　お問合せください。

プール直通 ： 046-872-3004

開館時間
【平日・土曜日】
開 館 9:00~21:00 
受付終了 20:00
【日曜日】
開 館 9:00~18:00
受付終了 17:00

休館日
第1・第3火曜日
祝日の場合は開館し
翌日に振替閉館 
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イベント・講座

〒249-0006 逗子市逗子 4-2-11

TEL　046-872-3001
FAX   046-872-3003
MAIL    ac-center@zushi-psc.org

・JR逗子駅より徒歩５分
・京急逗子・葉山駅より徒歩３分
・逗子文化プラザ駐車場、清水橋南駐車場利用可能 https://www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/

逗子文化プラザ 市民交流センター
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私は女性の力を持ったおじいさんになりたい
年を重ねて来ると＜どんなおじいさんになりたいか＞考えている。よく観察していると女性の高齢者に限らず女性は概して輪にな
っておしゃべりを楽しそうにしていることが多い。ちょっとの間でも楽しそうにおしゃべりに花が咲いているような気がする。
男性の高齢者はというと一人でいることが多い。遠くを見ている。ほとんど話をしていない、一人。私は、そこで考えている。女の方

の楽しく話をする力と知恵を身に着けた優しい感じのおじいさん、そう＜女性のおじいさん＞になれたらいいなあと今から思う。なれるかなあ…
なれるといいなあ…どうしたらなれるのかな。

映画上映会

秋の実りは、ここから
猛暑をくぐり抜け、ようやく朝晩に秋の気配を感じるようになりました。逗子の海も空も、夏とは違う落ち着いた表情を見せ始めています。
さて、秋はNPOや市民活動団体にとって、一つの大切な季節の始まりでもあります。来年度に向けた助成金の募集が各方面で動き出す時期です。助成金と聞くと
「お金の話」と身構えてしまうかもしれません。しかし、申請書を書くという作業は、実は「私たちは何を実現したいのか」「この活動は地域にどんな価値を届けて
いるのか」を、自分たちの言葉で整理し直す営みでもあります。ふだんの活動に追われているとなかなか立ち止まれない問いに、申請書という形式が向き合わせ
てくれる̶̶そんな側面もあるのです。最近は、ChatGPTなどの生成AIに申請書の下書きを手伝わせる方も増えてきました。文章の構成を整えたり、伝わりやすい
表現を探したりする作業には、たしかにとても便利な道具です。ただし、AIが書いてくれるのはあくまで「それらしい文章」であって、「私たちの思い」ではありません。
活動の現場で感じた手応えや、地域の方 の々声、そこにしかない文脈̶ そ̶れは自分たちの中にしかないものです。道具に頼りつつ、芯の部分は自分たちの言葉で。
そのバランスが大事だと、私たちも日々実感しています。当センターでは、助成金情報の提供や申請に向けたご相談も承っています。「うちの活動に合う助成金は
あるのかな」くらいの気軽さで構いません。まずは情報収集から始めてみませんか。実りの秋を、皆様の活動にとっても豊かな季節にできたら嬉しいです。

プール親子タイム


